
1月活動調査

ダイヤモンド就活ナビ2026

■ 調査対象 ／ 2026年3月卒業予定の大学院生・大学生

■ 調査期間 ／ 2025年1月6日(月)～2025年1月16日(木)

■ 1月活動調査内訳

■ 有効回答 ／ 594名

■ 調査方法 ／ Web入力フォームより回答

文系：71.8%　理系：28.2%

北海道エリア：1.8%　東北エリア：1.8%　関東エリア：72.7%　甲信越エリア：4.6%
東海・北陸エリア：8.2%　関西エリア：8.2%　中国・四国エリア：2.7%　九州・沖縄エリア：0.0%

明治大学　慶應義塾大学　早稲田大学　中央大学　立教大学　信州大学　明治学院大学　上智大学
津田塾大学　東京大学　東京理科大学　同志社大学　お茶の水女子大学　千葉大学　東京海洋大学

トピックス

文理

エリア

回答の多かった
大学

【 調査概要 】

インターンシップ類
参加状況1

インターンシップ類に参加した学生は86.4％
10社以上参加した学生は38.4％､平均社数は6.5社
参加後「志望度が上がった｣学生は90.4％、96.4％の学生が採用募集に｢応募する」と回答

インターンシップ類
選考状況2 インターンシップ類参加のため85.4％の学生が選考を経験

参加後の採用選考優遇案内は｢次回のインターンシップ類に優先参加できる｣が43.7％で最多

選考・就活観3
1月調査時点で内定を獲得している学生は25卒21.2％→26卒25.3%で4.1ポイント増加
志望業界・志望企業がある程度決まっている学生は8割超
就職活動については49.5％の学生が「苦戦するかもしれない」と回答



1 インターンシップ類

1

1社

2社

3社

4社

5社

6社

7社

8社

9社

10社以上

Q.2 インターンシップ類には何社参加しましたか？

■ 26卒1月調査
■ 25卒1月調査

Q.1 今年度の企業主催のインターンシップ類に参加しましたか？

2026年卒

2025年卒

参加した ： 86.4% 参加していない ： 13.6%

参加した ： 80.6% 参加していない ： 19.4%

Q.4 インターンシップ類に参加した企業の志望度に変化はありましたか？

2026年卒

2025年卒

志望度が上がった ： 90.4% 変わらなかった ： 8.4%

志望度が上がった ： 83.7% 変わらなかった ： 13.3%

志望度が下がった ： 1.2%

志望度が下がった ： 3.0%

半日

１日

２～４日

５日

６日以上

Q.3 何日間のプログラムに参加しましたか？

0 908070605040302010 （％）

0 403530252015105 （％）
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■ 26卒1月調査
平均参加社数 ： 6.5社
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comment
86.4%の学生がインターンシップ類に参加、そのうち、10社以上参加している学生は38.4％と4割近くに上り、平均参加社数は6.5

社となった。

参加したインターンシップ類のプログラム日数は、｢1日」が83.7％で最多。次いで｢半日｣が66.3％と、25卒同様1日以内で実施

するプログラムへの参加が多いが、｢2～4日｣（25卒53.3％→26卒62.8％）､｢5日｣（25卒21.6％→26卒30.2％）のように、数日

間実施のプログラムへの参加も増加傾向にある。

また、参加後「志望度が上がった｣と回答した学生は9割を越え（90.4％）、96.4％の学生が採用募集に｢応募する」と回答しているこ

とから、学生のインターンシップ類への高い満足度がうかがえる。

Q.5 インターンシップ類に参加した企業の採用募集に応募しようと思いますか？

2026年卒

2025年卒

日程が合わなかった

インターンシップ類に興味がなかった

インターンシップ類の選考・抽選に漏れてしまった

実施企業に興味がなかった

実施内容に興味がなかった

その他

Q.6 インターンシップ類に参加していない理由を教えてください。 ■ 26卒1月調査
■ 25卒1月調査

0 605040302010 （％）
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印象に残ったグループディスカッション、動画選考のテーマ

グループディスカッション

◉ リーダに必要な素質 

◉ YouTubeで発信すべき施策は何か 

◉ どんな福利厚生を考えますか？ 

◉ 待機児童削減の政策を考案してください 

◉ 車の事故をなくすには

動画選考

◉ あなたが人にお勧めしたいこと 

◉ 学生時代に周囲を巻き込んだ経験 

◉ 挫折経験 

◉ 30秒で自己PR 

◉ 1分以内で自分の強み 

応募する ： 96.4% 応募しない ： 3.6%

応募する ： 93.9% 応募しない ： 6.1%



インターンシップ類選考状況2

3

Q.7 インターンシップ類参加のための選考は経験しましたか？

2026年卒

2025年卒

0 100908070605040302010 （％）

0 5040302010 （％）

エントリーシート

適性テスト

動画選考

グループディスカッション

個人面接

グループ面接

抽選

筆記テスト

履歴書

その他

Q.8 それはどのような選考でしたか？

Q.9 参加後に採用選考の優遇案内がありましたか？

次回のインターンシップ類に優先参加できる

採用セミナーに優先参加できる

選考ステップが免除される

書類選考が免除される

筆記試験が免除される

特に案内はなかった

内定を得た

その他

経験した（予定含む） ： 85.4% 経験なし ： 14.6%

経験した（予定含む） ： 82.9% 経験なし ： 17.1%

comment
85.4％の学生がインターンシップ類参加のための選考を経験しており、選考手法としては｢エントリーシート｣が94.1％と最多、次い

で｢適性テスト｣（76.2％）、｢動画選考｣（49.8％）と続く。

インターンシップ類参加後の採用選考優遇案内について、｢特に案内はなかった」と回答した学生は12.6％で、87.4％の学生は何ら

かの優遇案内を受けている。そのうち、「次回のインターンシップ類に優先参加できる｣が最多で43.7％。｢内定を得た｣学生は

11.5％で25卒の11.2％から微増した。

■ 26卒1月調査
■ 25卒1月調査

■ 26卒1月調査
■ 25卒1月調査
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■22.2% ■23.2％

■8.1％■45.5％

■1.0％

■18.7% ■23.6％

■10.3％■46.3％

■1.0％

選考・就活観

Q.11 どんな企業に入社したいと思いますか？

2026年卒

2025年卒

2026年卒 2026年卒

■ 大手企業を優先し、中堅以下の企業には絶対行きたくない ■ できるだけ大手企業に行きたい

■ 中堅・ベンチャー企業も含めて就職希望先を考えている ■ 積極的に中堅・ベンチャー企業へ行きたい

■ やりがい、適性が合えば企業規模は問わない

3

Q.10 現在の採用選考の進捗状況について教えてください。

0 908070605040302010 （％）

エントリーシート提出

動画選考

筆記・適性テスト

リクルーター面談

一次面接

二次面接

役員面接・最終面接

内定獲得

4

Q.12 志望企業は決定していますか？ 志望業界は決定していますか？

■ 26卒1月調査
■ 25卒1月調査

まだ決まっていない ： 12.7%

なんとなく決まっている ： 53.6%

明確に決まっている ： 33.6%

まだ決まっていない ： 11.8%

なんとなく決まっている ： 42.7%

明確に決まっている ： 45.5%
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Q.13 志望業界を教えてください。
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comment
1月調査時点で内定を獲得している学生は25.3％で、25卒の21.2％と比較すると4.1ポイント増加している。

志望企業や志望業界が｢明確に決まっている｣、｢なんとなく決まっている｣学生は8割以上で、｢できるだけ大手企業に行きたい｣、

｢大手企業を優先し、中堅以下の企業には絶対行きたくない｣と考える学生は6割以上。

就職活動については「苦戦するかもしれない」と答えた学生が49.5％と約半数を占めた。

5

Q.15 就職活動に向けて、現在の考えに近いものをお答えください。

2026年卒

2025年卒

大いに楽観視している ： 4.0％

比較的楽観視している ： 30.7％

展望が見えず悲観的だ ： 15.8％

苦戦するかもしれない ： 49.5％

メーカー

商社

金融・証券・保険

マスコミ（テレビ・広告・出版など）

情報・インターネット

コンサル

流通

サービス

エンタメ（ゲーム・レジャー・テーマパーク・音楽など）

官公庁・公社・団体

建設・不動産

その他

0 70605040302010 （％）

Q.14 企業を選ぶ基準は何ですか？

社風がよい

仕事に魅力を感じる

安定性（経営基盤）がある

成長性・将来性がある

賃金・労働条件がよい

社会的貢献度が高い

国際性がある

知名度がある

勤務地が希望に合う

多様な働き方への対応制度がある
（在宅勤務・フレックスタイム・副業OKなど）

■ 26卒1月調査
■ 25卒1月調査

■ 26卒1月調査
■ 25卒1月調査

大いに楽観視している ： 4.4％

比較的楽観視している ： 32.8％

展望が見えず悲観的だ ： 17.6％

苦戦するかもしれない ： 45.1％
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